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メタボリックシンドローム等の生活習慣病の発症には、様々な臓器の慢性炎症が関与してい

る。慢性炎症の鍵因子であるインフラマソームの異常は、2 型糖尿病や非アルコール性脂肪性肝

炎等の生活習慣病の発症に重要な役割を果たしている。これらの患者数は世界的に非常に多く、

市場規模も大きい。また、インフラマソームの異常は、希少疾患である自己炎症症候群の発症に

関与しており、世界規模でインフラマソームを標的とした新薬の開発が求められている。 

我々は富山県薬事総合研究開発センターと共同で、生薬甘草に微量に存在するフラボノイド

の一種であるイソリクイリチゲニンがインフラマソームを強力に阻害することを見出した 1)。さ

らに、マウスを用いた解析から、イソリクイリチゲニンはマクロファージや脂肪細胞に作用し、

慢性炎症および臓器線維化を抑制することで肥満・2 型糖尿病を改善すること 2)、またこれらの

病態に関連する善玉腸内細菌を顕著に増加させることを明らかにした 3)。 

これらの基礎研究成果を基に、我々は協力企業と共同で、甘草エキス末におけるイソリクイリ

チゲニンの含有量を増加させる製造方法を確立し、特許を共同出願した。本製造法はグリチルリ

チン酸精製過程の副産物を出発原料としており、レアプラントである甘草を余すところなく有

効活用する取組みでもある。さらに、開発した新規甘草エキス末がマウスにおいて肥満・2 型糖

尿病を改善するとともに、腸内細菌を調整する作用も確認した。以上から、本エキス末を素材と

した機能性表示食品等は肥満・2 型糖尿病の発症予防に寄与すると考えている。エキス末の規格

化もほぼ終了したことから、今後はヒト試験に向けた安全性試験を加速化する。 

本演題では、イソリクイリチゲニンを高含有する新規甘草エキス末を機能性表示食品素材と

して事業化する取組みの進捗状況を紹介する。 
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